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－ 源氏物語を花で装う－

2026年４月11 ～５月31日日土 日
開館時間
休 館 日
観 覧 料

主催・会場
企画制作
企画協力
後　　援

9：30～17：00
毎週火曜日　※5月5日（火・祝）は開館
一般：400円（320円）、大高生：250円（200円）、中学生以下無料
※（　）内は20名以上の団体料金
※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方とその介護者1名無料
群馬県立日本絹の里
ＮＨＫ財団
アトリエ草乃しずか
上毛新聞社、群馬テレビ、株式会社 エフエム群馬

〈ぐんま県民カレッジ連携講座〉

群馬県立日本絹の里 企画展

〒370-3511  群馬県高崎市金古町888-1
TEL 027-360-6300  FAX 027-360-6301
https://www.nippon-kinunosato.or.jp
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■ 交通のご案内 ■

タクシー

車 関越自動車道…前橋I.Cから車で約20分、伊香保温泉から車で約25分

ＪＲ群馬総社駅からタクシーで約15分(約6km)、JR新前橋駅(西口)からタクシーで約20分(約8km)

　「渋川駅行き」（５番のりば）にてバスで約30分、「金古四ツ角」下車、四ツ角から西へ徒歩1.5km（約20分）、
　もしくは「足門」下車、タクシーで2.2km（約５分）

●JR高崎駅（西口）から関越交通バス　※約20分間隔で運行

■ 体験学習のご案内 ■　　　　  
　 染色・手織り・繭クラフト・和布細工の各種体験教室を開催しています。詳細は当館ＨＰ、またはお問い合わせください。

JR

から

高
崎
駅

●JR前橋駅（北口）から関越交通バス
　「25 金古王塚台団地経由群馬温泉行き」（５番のりば）
　にて「日本絹の里」下車徒歩１分

●JR前橋駅（北口）から群馬バス
　「27 箕郷行き」（５番のりば）にて
　「一の瀬」下車徒歩８分

バス 運行表･･･時刻表、乗り場は変更になる可能性がございます。ご確認のうえ、お出かけください。 〔2026年1月21日現在〕
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■ はにわとシルクと文学の高崎北ミュージアムトライアングル ■
か み つ け の 里 博 物 館
群馬県立土屋文明記念文学館

高崎市井出町1514
高崎市保渡田町2000

TEL.027-373-8880
TEL.027-373-7721

イオン土屋文明記念文学館
かみつけの里博物館

駒寄
スマート

I.C.

ツ
ル
ヤ

上宿

鬼ケ橋
野田宿

上野原

上
野
田

陣場

小倉

■ 日本絹の里 ミュージアムショップ ■ お問い合わせ TEL.027-381-5880

－ 源氏物語を花で装う－

群馬県立日本絹の里 企画展

源氏物語より
打掛「夢浮橋」
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情感あふれる豊かな色彩表現で多くの作品
を発表し、人々を魅了している日本刺繍
作家・草乃しずかさんの作品を紹介します。
「花で装う」をテーマに、源氏物語の姫君
たちの心を着物に刺繍で表現した作品や、
女性の一生を桜の刺繍で彩った作品などを
ご覧いただきます。 艶やかな絹糸が魅せる
美しい作品の数々をご堪能ください。

四
季
の
し
つ
ら
え
「
師
走
」

石川県生まれ、東京都在住。
日本刺繍を丹羽正明氏に師事。
和装品など伝統的な作品を制作する一方で、日常
の暮らしの中での日本刺繍の楽しみ方を広く
提案。その情感あふれる独特の作品には、国内外
にファンが多い。各地で展覧会・ワークショップを
開催し、日本刺繍の普及に取り組んでいる。

日本刺繍作家  草乃しずか

桜
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女の一生より
「七歳祝着」

作品例

刺繍は飛鳥時代に仏教の伝来とともに日本に伝わり
ました。日本刺繍は布地に仏像などを表す「繍仏」に
始まり、着物や帯など衣装の装飾として多く用いられる
ようになり、長い時をかけて日本の風土で洗練され、
装飾性を増していきました。現在では服飾文化の垣根を
越えて、工芸・芸術の分野でも優れた作品が発表され
るようになりました。

日本刺繍とは

●ギャラリートーク
日　程：４月11日（土）、４月19日（日）、５月２日（土）
時　間：11：30～12：00
講　師：草乃しずか（日本刺繍作家）
内　容：展示会場内を移動しながら解説します。
参加費：無料（高校生以上の方は観覧料がかかります）
申　込：不要

●日本刺繍ワークショップ「さくらのブローチ」
日　程：①４月１１日（土）、②４月１９日（日）、③５月２日（土）
時　間：13：30～15：30
講　師：〈アトリエ草乃しずか〉講師
内　容：ブローチもしくは帯留に、絹糸でさくらの花びらを刺繍します。
　　　 （サイズ：タテ3cm、ヨコ4cm）
　　　 ※電話予約の際に「ブローチ」か「帯留」をお選びください。
定　員：①15人、②10人、③10人
対　象：高校生以上
参加費：4,000円（別途観覧料がかかります）
持ち物：糸切りばさみ、筆記用具、必要な方はメガネ等
申　込：電話予約
　　　 （３月７日（土）9:30より受付開始、先着順）

作品例

関 連 行 事 ※会場は全て日本絹の里です。☎電話予約 ： 日本絹の里 027-360-6300

●講演会「源氏物語の世界
　　　　 花をまとう女君たち　装束描写と花の比喩」
日　時：５月17日（日）13：30～15：00
講　師：藤本 宗利 （ふじもと・むねとし／群馬大学名誉教授、平安文学研究者）
内　容：衣装と着る人の調和を理想とする当時の美意識を通して、『源氏物語』の
　　　  装束描写の特徴を考察します。
定　員：80名
参加費：無料（高校生以上の方は観覧料がかかります）
申　込：電話予約（４月１８日（土）9:30より受付開始、先着順）

●無料体験「撚り糸で作る絹のストラップ」
日　程：４月２５日（土）、５月６日（水・祝）、５月２４日（日）
時　間：10:00～10:30、11:00～11:30、13:30～14:00、14:30～15:00
講　師：当館職員
内　容：日本刺繍にも使われている糸を撚る技法を学びながら、
　　　 ストラップを作ります。
定　員：各回10名
対　象：小学生以上（小学生には保護者同伴）
参加費：無料（高校生以上の方は観覧料がかかります）
申　込：会場にて当日各回30分前より受付（先着順）

よ


